
「地域と共にある学校づくり」実践紹介だより 第４４号

 

 

 

令和３年９月８日発行 福島県教育庁会津教育事務所 

＝大戸小・中学校 学校運営協議会だより「すくすくコミスク」＝ 

                  会津若松市の「大戸小・中学校 学校運営協議会」は、学校運 

                 営協議会だより「すくすくコミスク」を随時発行し、保護者や地 

                 域住民等に情報提供しています。 

初刊の第０号では、学校運営協議会について分かり易く説明 

し、情報提供しています。今回は、6月 21日に開催された今年 

度第 1回の学校運営協議会の様子と地域学校協働本部について 

説明した第 1号の紙面内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「すくすくコミスク」第 1号の紙面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👉 裏面（紙面「Ｂ」部の掲載内容）について御覧ください。 

学校運営協議会の流れや協議の内容、様子について、写真

を交えて伝えています。学校運営協議会会長の白岩様の言葉

は、地域住民の参画を促すメッセージとなっています。 

また、「小・中９年間と言わず、１８歳やその後まで見据

えた『キャリア教育』の視点が大事である」という重要な協

議結果が、本たよりを通じて、地域全体で共有されることが

期待されます！ 
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 積極的に情報提供することが努力義務に！ 
  学校運営協議会制度に関する法改正（地方教育行政の組織及び運営に関する 

法律第４７条の６ 平成２９年施行）により、協議結果に関する情報を地域住 

民に積極的に提供することが努力義務となりました。 

特に、コミュ二ティ・スクール（以下ＣＳ）に関する用語は、地域住民等にとって日常 

用語ではないので、ＣＳ導入１年目は、繰り返し、繰り返し説明していくことが大切です。 

FUN は FAN をつくる！ 
  たよりの編集は大変ではないかと思い、学校運営協議会だより「すくすくコミスク」の 

編集を地域連携担当教職員として担当されている、大戸小学校 大越 久教頭先生と大戸中 

学校 荒川真彦教頭先生のお二人に尋ねたところ、「楽しみながら作っています！」との声 

が返ってきました。 

楽しんで（FUN）作られた学校運営協議会だよりを通して、学校を応援・支援する地域 

のファン（FAN）が増え、学校の応援団になっていただけるのではないかと思います。 

「学校運営協議会」と「地域学校協働本部」は、それぞれが持つ役割を十分に機能させ、一体

的に推進することで、相乗効果を発揮し、学校運営の改善と地域づくりに資する活動が一層進ん

でいくことが期待されます。 

本たよりでは 「地域学校協働本部」や「地域コーディネーター」等の専門的な用語について

平易な表現で、とても分かり易く説明しています。 

地域住民等から学校に寄せられた声、子どもたちに関する〝いい話〟を掲載しています。この

ように、地域で見られた子どもたちのよい姿を地域全体で共有することで、子どもたちを温かく

見守り、よりよく育てていこうとする意識の高揚や雰囲気の醸成が期待できます！ 


